
※各会場は予定です。収容人数の都合上、会場は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
※「志望校別」会場が定員に達した場合は「地区別」会場となる場合があります。
※お申込み受付後、「志望校別」会場希望有無等の確認のため、電話連絡をさせていただく場合があります。

税込

※上記以外の高校が第1志望の場合は「地区別」会場での受験となります。
※上記高校が第1志望でも、「地区別」会場で受験可能です。（要連絡）
※どの会場でも当日志望校調査を行い、合格可能性判定をお出しします。

県内全域
一斉開催！

1/12㈰    2/2㈰

この2回で志望校を確実に決めよう！この2回で志望校を確実に決めよう！

タワー111 高岡市農協会館
高岡文化ホール

富山県農協会館 魚津商工会議所 チューリップ四季彩館
「第6回育英模試」と「最終回育英模試」において、成績優秀と認められた生徒には
育英センター高校部において「育英特待生」となる資格が与えられます。
君も挑戦しよう！！（「育英特待生」には月謝免除や奨学金支給の特典があります。）

直前判定セット

R7 R7

※富山本部校受付時間 平日・土曜/9：00～21：00 
※各校舎は火曜から土曜の13：30より開校いたします。

076-441-8006
076-464-6933
076-441-8004
076-441-1200
076-433-9330
076-431-6881

076-475-9222
0765-56-9500
0766-56-4666
0766-82-2466
0766-26-1718
0763-33-2323

富山本部校
幼　児　部
小　学　部
中　学　部
高　校　部
個別指導部

城南本部校
魚津本部校
高岡本部校
岩　瀬　校
天　正　寺　校
婦　中　校

滑　川　校
黒　部　校
小　杉　校
新　湊　校
高岡駅南校
砺　波　校

小矢部校  0766-67-5161
［石川県］金沢本部校・金沢中央校
東金沢校・小松校
［福井県］福井本部校

076-493-1120
0765-23-0531
0766-26-0072
076-426-0057
076-491-7071
076-465-1010

北陸3県に拡がる育英のネットワーク

4,620円×2回1回4,730円
のところを 9,240

英知・徳・自立を育む
自分だけのカリキュラムで学習できる

〒930-0005  富山市新桜町6-22 TEL076-441-8006

第6回・最終回セット申込
※自社調べ

※状況により実施日程や方法を変更させていただく場合があります。

47年にわたる高校入試指導の実績から精度の高い
合格判定が可能！模試の結果をもとに専任教師が
面談＆アドバイスで実力アップ！

第6回育英模試は一部の高校が志望校別会場となります
第1志望者
会場

第1志望者
会場

第1志望者
会場

第1志望者
会場

第1志望者
会場

大　沢　野　校 076-468-3777
入　善　校 0765-74-2531
氷　見　校 0766-72-2828
福　光　校 0763-52-8877
［石川県］県庁前校・津幡校

輝かしい実績が証明！
令和6年度 高校入試合格実績

※育英センター塾生のみの実績。講習生、模試生等は一切含まれません。

富山東…………
呉羽……………
富山南…………
富山いずみ……
八尾………………
富山北部………
富山商業…………
富山工業…………
高岡南…………
福岡……………
大門……………
新湊………………
氷見………………

82名
36名
30名
21名
7名
13名
6名
7名
29名
17名
13名
8名
3名

2名
1名
2名
31名
16名
15名
6名
1名
2名
18名
5名
3名
1名

富山中部高校…  
富山高校……
高岡高校………

120名
108名
97名

36名
46名
34名

小杉………………
高岡工芸…………
高岡商業…………
桜井……………
滑川……………
入善……………
雄山………………
上市………………
魚津工業…………
南砺福野………
石動………………
砺波工業…………
南砺平……………

御三家（富山中部・富山・高岡）…
探究科学科………………
富山県立高校……………

合計325名合格
合計116名合格
合計787名合格

うち探究科学科

うち探究科学科

うち探究科学科

34名
40名

片山学園高校…
富山高専…

魚津高校… 
砺波高校…

54名
33名

社会・国語・理科・英語・数学
1回/4,730円（税込）

試験教科
受 験 料

お申込はWebで! 　　　➡
窓口・電話受付は前日まで申込OK！

Web受付は
R7.1/5㈰まで

県立高校受験動向予想県立高校受験動向予想県立高校受験動向予想
第4回育英模試「実力判定模試」結果報告

富山地区&新川地区分析
令和
7年度

富山育英センター

　

今
年
の
富
山
地
区
の
中
３
受
験
生

の
志
望
動
向
を
、10
月
に
行
わ
れ
た
第

４
回
育
英
模
試
の
結
果
を
踏
ま
え
、考

察
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、富
山
中
部
と
富
山
で
は
、探

究
科
学
科
が
と
も
に
高
倍
率
だ
っ
た
昨

年
と
は
異
な
る
志
望
状
況
と
な
っ
て
い

る
。第
４
回
模
試
に
お
け
る
両
校
探
究

科
学
科
の
第
一
志
望
者
数
は
、定
員
が

そ
れ
ぞ
れ
80
名
に
対
し
、富
山
中
部
は

140
名
、富
山
は
44
名
で
あ
り
、富
山
中

部
は
す
で
に
定
員
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。ま
た
、富
山
は
現
時
点
で
定
員

を
下
回
っ
て
は
い
る
が
、探
究
科
学
科

と
普
通
科
の
合
算
で
の
第
一
志
望
者
数

は
昨
年
の
第
４
回
模
試
と
同
数
と
な
っ

て
い
る
。今
年
は
富
山
中
部
を
志
望
し

て
い
る
生
徒
が
例
年
に
比
べ
て
非
常
に

多
い
た
め
、今
後
志
望
校
を
下
げ
る
生

徒
が
出
始
め
る
可
能
性
も
あ
る
。し
た

が
っ
て
、富
山
志
望
者
は
要
注
意
で
あ

る
。両
校
と
も
探
究
科
学
科
の
高
倍

率
は
確
実
で
、普
通
科
と
の
合
算
で

は
、富
山
中
部
、富
山
と
も
に
1.10
〜
1.15

倍
と
予
想
す
る
。

　

次
に
富
山
東
だ
が
、昨
年
の
倍
率
が

1.11
倍
と
な
っ
て
お
り
、一
昨
年
の
0.93
倍
か

ら
戻
し
た
形
と
な
っ
た
。第
４
回
模
試

の
第
一
志
望
者
数
は
昨
年
よ
り
20
名
以

上
減
少
し
て
は
い
る
が
、富
山
高
専
の

受
験
を
考
え
て
い
る
生
徒
の
動
向
に

も
注
意
し
て
お
き
た
い
。富
山
高
専
の

受
験
を
や
め
て
、県
立
高
校
受
験
に
専

念
す
る
生
徒
や
、富
山
高
専
を
受
験

し
た
が
不
合
格
に
な
っ
た
生
徒
が
、富

山
東
を
受
験
す
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
。こ
の
こ
と
は
、富
山
東
だ
け
で
は

な
く
、呉
羽
や
富
山
南
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。こ
の
３
校
に
関
し
て
は
、富

山
中
部
、富
山
の
志
望
者
の
動

向
と
、富
山
高
専
の
入
試
結
果

次
第
で
倍
率
が
高
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
。富
山
東
は
1.02
〜
1.07

倍
、呉
羽
は
1.20
〜
1.25
倍
、富
山

南
は
1.15
〜
1.20
倍
と
予
想
す
る
。

　

富
山
い
ず
み
総
合
学
科
は
、

昨
年
の
倍
率
が
1.28
倍
と
こ
こ
2

年
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、

他
の
高
校
に
比
べ
る
と
、高
い
倍

率
で
あ
る
。第
４
回
模
試
の
第
一

志
望
者
数
は
昨
年
よ
り
も
や
や

減
っ
て
い
る
が
、傾
向
は
変
わ
ら

ず
、今
年
の
倍
率
は
1.30
〜
1.35
倍

と
予
想
す
る
。

　

近
年
、高
倍
率
が
続
い
て
い
る
の
が

富
山
北
部
で
あ
る
。昨
年
の
倍
率
は
普

通
科
で
1.53
倍
、く
す
り・バ
イ
オ
科
で
1.11

倍
、情
報
デ
ザ
イ
ン
科
で
1.09
倍
と
な

り
、学
科
に
よ
っ
て
は
激
戦
と
な
っ
た
。

第
４
回
模
試
に
お
け
る
第
一
志
望
者
数

は
、く
す
り
・バ
イ
オ
科
で
は
昨
年
よ
り

も
や
や
減
少
し
て
い
る
が
、普
通
科
と

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
で
は
昨
年
と
同
様
の

人
数
で
推
移
し
て
い
る
た
め
、今
年
も

学
科
に
よ
っ
て
は
高
倍
率
が
予
想
さ
れ

る
。普
通
科
で
1.55
〜
1.60
倍
、く
す
り
・バ

イ
オ
科
で
1.05
〜
1.10
倍
、情
報
デ
ザ
イ
ン

科
で
1.15
〜
1.20
倍
と
予
想
す
る
。

　

今
年
か
ら
定
員
減
と
な
る
の
が
八

尾
と
富
山
西
で
あ
る
。近
年
、定
員
割

れ
が
常
態
化
し
て
い
た
が
、八
尾
は
10

名
削
減
、富
山
西
は
20
名
削
減
と
、倍

率
に
影
響
を
与
え
そ
う
で
あ
る
。第
４

回
模
試
の
志
望
者
数
は
昨
年
同
様
で

あ
り
、と
も
に
1.00
〜
1.15
倍
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

富
山
工
業
と
富
山
商
業
は
、学
科

ご
と
の
状
況
は
読
み
づ
ら
い
が
、第
４

回
模
試
の
志
望
者
数
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、富
山
工
業
は

各
科
0.90
〜
1.50
倍
で
、富
山
商
業
は
各

科
1.20
〜
2.00
倍
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
富
山
地
区
で
は
、多
く

の
高
校
で
倍
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。だ
か
ら
と
い
っ
て
、弱
気
に

な
り
安
易
に
志
望
校
を
下
げ
て
し
ま

う
と
、よ
り
厳
し
い
状
況
に
陥
る
可
能

性
も
あ
る
。こ
れ
か
ら
の
努
力
次
第
で

克
服
で
き
る
部
分
も
十
分
に
あ
る
の

で
、い
ま
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か

を
考
え
て
、高
い
目
標
を
も
っ
て
受
験

ま
で
の
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
。

富
山
地
区

富
山
中
部
探
究
科
学
科
に
志
望
者
集
中
!!

そ
の
他
の
県
立
高
校
に
も
影
響
大

新
川
地
区

普
通
科
を
中
心
に
倍
率
上
昇
の
気
配

富
山
中
部・富
山・富
山
東
現
志
望
者
の
動
向
注
意

　

令
和
6
年
度
入
試
で
は
入
善
普
通

科
20
名
、魚
津
工
業
３
学
科
計
15
名

の
募
集
定
員
削
減
が
あ
っ
た
が
、令
和

7
年
度
入
試
に
つ
い
て
は
、新
川
地
区

内
の
県
立
高
校
の
定
員
変
更
は
な
い
。

た
だ
し
下
新
川
郡
で
計
35
名
、滑
川
市

で
計
41
名
、中
３
の
生
徒
数
が
昨
年
よ

り
多
く
、新
川
地
区
全
体
で
は
82
名
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
が
倍
率
に
ど

う
影
響
す
る
の
か
、10
月
末
に
行
わ
れ

た
第
４
回
育
英
模
試
の
結
果
も
踏
ま

え
、考
察
し
て
い
く
。

　

最
初
に
、地
区
ト
ッ
プ
の
進
学
校
で

あ
る
魚
津
だ
が
、昨
年
は
160
名
の
募
集

定
員
に
対
し
受
験
者
は
155
名
、4
年
ぶ

り
の
定
員
割
れ
と
な
っ
た
。し
か
し
、今

年
の
第
4
回
模
試
に
お
い
て
、第
一
志

望
者
数
は
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

も
の
の
、第
一
志
望
〜
第
三
志
望
の
合

計
で
あ
る
総
志
望
者
は
昨
年
比
20
％

以
上
増
加
し
て
お
り
、今
後
富
山
中

部
・
富
山
・
富
山
東
か
ら
魚
津
へ
の
志
願

変
更
が
予
想
さ
れ
る
。よ
っ
て
、最
終

的
に
1.05
〜
1.15
倍
に
な
る
の
で
は
、と
予

想
す
る
。

　

次
に
桜
井
普
通
科
だ
が
、近
年
は

低
倍
率
が
続
い
て
お
り
、昨
年
は
魚
津

同
様
定
員
割
れ
と
な
っ
た
。育
英
模
試

の
志
望
動
向
に
も
現
在
の
と
こ
ろ
大

き
な
変
化
は
な
く
、倍
率
は
1.00
〜
1.10
倍

の
範
囲
に
収
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
予

想
す
る
。土
木
科
と
生
活
環
境
科
に
つ

い
て
は
、推
薦
入
試
の
倍
率
と
一
般
入

試
の
倍
率
と
に
強
い
相
関
性
が
あ
る
。

昨
年
は
推
薦
入
試
の
出
願
者
が
募
集

定
員
を
下
回
っ
た
土
木
科
の一
般
入
試

が
0.58
倍
、逆
に
推
薦
定
員
を
満
た
し
た

生
活
環
境
科
の
一
般
入
試
が
1.05
倍
と

な
っ
た
。今
年
は
土
木
科
の一
般
入
試
は

1.00
倍
前
後
、生
活
環
境
科
は
1.20
〜
1.50

倍
に
上
昇
す
る
の
で
は
な
い
か
。い
ず

れ
に
せ
よ
、推
薦
入
試
の
動
向
は
要

チ
ェッ
ク
で
あ
る
。

　

滑
川
普
通
科
に
つ
い
て
、富
山
地
区

の
生
徒
が
受
験
す
る
こ
と
も
あ
り
、新

川
地
区
の
普
通
科
の
中
で
は
一
貫
し
て

倍
率
は
高
目
に
推
移
し
て
い
る
。た
だ

し
、昨
年
は
1.09
倍
と
、過
去
と
比
較
し

て
低
倍
率
の
入
試
と
な
っ
た
。第
4
回

模
試
で
は
第
一
志
望
者
数
が
減
っ
て
い
る

も
の
の
、昨
年
の
反
動
も
あ
り
、倍
率

は
、1.15
〜
1.30
倍
に
上
が
る
の
で
は
と
予

想
す
る
。そ
し
て
昨
年
1.60
倍
と
い
う
高

倍
率
を
記
録
し
た
商
業
科
だ
が
、一
般

入
試
よ
り
先
に
行
わ
れ
た
推
薦
入
試

の
段
階
で
、す
で
に
人
気
の
兆
候
は
見

ら
れ
た
。逆
に
推
薦
入
試
が
定
員
割
れ

と
な
っ
た
薬
業
科
、海
洋
科
に
つ
い
て

は
、一
般
入
試
で
も
定
員
割
れ
と
な
っ

た
。今
年
も
桜
井
同
様
、推
薦
入
試
の

倍
率
が
カ
ギ
を
握
り
そ
う
だ
。現
時
点

で
は
、各
科
1.10
〜
1.50
倍
の
範
囲
に
収
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
。

　

次
に
入
善
普
通
科
を
見
て
い
こ
う
。

昨
年
、募
集
定
員
が
20
名
削
減
さ
れ
、

今
年
は
入
善
地
区
・
朝
日
地
区
の
中
３

生
徒
数
が
増
加
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、定
員
は
そ
の
ま
ま
。よ
っ
て
昨
年
の

0.93
倍
よ
り
は
上
が
り
、最
終
的
な
倍
率

は
1.00
〜
1.15
倍
に
落
ち
着
く
の
で
は
と
予

想
す
る
。そ
し
て
農
業
科
は
、近
年
の

平
均
的
な
倍
率
で
あ
る
1.20
倍
程
度
と

予
想
す
る
。

　

雄
山
、上
市
に
関
し
て
は
、近
年
定

員
割
れ
が
常
態
化
し
て
い
る
。私
立
高

校
を
第
一
志
望
と
し
て
、早
々
に
進
路
を

決
め
る
生
徒
が
年
々
増
加
し
て
い
る
背

景
も
あ
り
、雄
山
普
通
科
と
上
市
総

合
学
科
は
1.00
倍
前
後
、雄
山
生
活
文

化
科
は
1.05
〜
1.20
倍
と
予
想
す
る
。魚

津
工
業
は
、昨
年
、各
学
科
で
５
名
ず
つ

の
定
員
削
減
が
あ
っ
た
が
、機
械
科
は

1.00
〜
1.30
倍
、電
気
科
と
情
報
環
境
科

は
1.00
〜
1.10
倍
と
予
想
す
る
。た
だ
し
、

第
一
志
望
の
学
科
以
外
で
の
ス
ラ
イ
ド

合
格
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
よ
う
。

　

最
後
に
、中
学
３
年
生
の
皆
さ
ん
へ
。

新
川
地
区
の
高
校
は
、他
地
区
と
比

較
す
る
と
、総
じ
て
倍
率
は
穏
や
か
な

ほ
う
で
あ
る
。焦
ら
ず
日
々
の
勉
強
を

積
み
上
げ
て
本
番
に
備
え
よ
う
。そ
し

て
、高
校
に
た
だ
合
格
す
る
こ
と
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
と
肝
に
銘
じ
て
ほ
し

い
。高
校
に
入
っ
て
か
ら
活
躍
で
き
る
こ

と
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
だ
。今
、志
望

校
合
格
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
努
力
は
、

決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
。必
ず
高

校
生
に
な
っ
て
か
ら
の
、あ
な
た
の
武
器

と
な
る
。

田
中 

太
介﹇
滑
川
校
﹈

西
村 

康
二﹇
城
南
本
部
校
﹈

受
験
生
の
上
位
志
向
戻
る
！

　

ま
ず
は
、普
通
科
定
員
が
40
名
削
減

さ
れ
２
年
目
と
な
っ
た
、御
三
家（
富
山

中
部
・
富
山
・
高
岡
）と
呼
ば
れ
る
３
校

の
、令
和
６
年
度
入
試
の
結
果
か
ら
振

り
返
ろ
う
。富
山
中
部
の
探
究
科
学
科

が
定
員
80
名
の
と
こ
ろ
に
188
名
が
出
願

し
、2.35
倍
の
高
倍
率
と
な
っ
た
。次
い
で
、

富
山
の
探
究
科
学
科
が
1.73
倍
、高
岡
の

探
究
科
学
科
が
1.01
倍
と
い
う
結
果
で
あ

っ
た
。ま
た
、御
三
家
の
探
究
科
学
科
と

普
通
科
を
あ
わ
せ
た
実
質
倍
率
は
、富

山
中
部
が
1.06
倍
、富
山
が
1.12
倍
、高
岡

が
1.08
倍
と
な
っ
た
。前
年
高
倍
率
と
な
っ

た
富
山
中
部
が
微
減
、富
山
が
変
化
な

し
、前
年
低
倍
率
だ
っ
た
高
岡
が
微
増

と
い
う
結
果
だ
。

　

次
に
、御
三
家
に
準
ず
る
高
校
で
あ

る
富
山
東
は
1.11
倍
、高
岡
南
は
1.27
倍

と
、例
年
よ
り
も
高
倍
率
に
な
っ
て
お

り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
下
火
に
な
っ
て
い
た
受
験
生
の
上

位
志
向
が
、戻
る
兆
し
が
見
え
た
。現

に
、今
年
度
の
育
英
模
試
の
志
望
状
況

を
見
て
も
こ
の
傾
向
は
続
い
て
お
り
、激

戦
の
様
相
で
あ
る
。

　

ま
た
、富
山
市
内
で
は
、富
山
南
の
1.21

倍
、富
山
い
ず
み
総
合
学
科
の
1.28
倍
、富

山
北
部
普
通
科
の
1.53
倍
等
、高
倍
率
が

目
を
引
く
。し
か
し
、富
山
・
高
岡
地
区

か
ら
一
歩
出
る
と
、砺
波
の
1.05
倍
、魚
津

の
0.97
倍
を
は
じ
め
と
す
る
、砺
波
・
新
川

地
区
の
低
倍
率
化
に
は
な
か
な
か
改
善

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。原
因
と
し
て
は
、

両
地
区
の
優
秀
な
生
徒
達
が
、オ
ー
プ

ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
等
を
経
て
、御
三
家
や

富
山
東
・
高
岡
南
に
魅
力
を
感
じ
、越

境
し
て
の
受
験
を
考
え
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
方
、職
業
科
に
お
い
て
は
、富
山
商

業
の
高
倍
率
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。同

校
は
、部
活
動
で
活
躍
す
る
生
徒
も
多

い
が
、県
内
の
企
業
と
連
携
す
る
な
ど

し
、文
字
通
り
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
養
う

教
育
が
さ
れ
て
お
り
、学
業
だ
け
で
は

な
い
未
来
を
生
き
る
力
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
人
気
の
要
因
な
の
だ
ろ
う
。

　

次
に
、下
記
の
資
料
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。こ
れ
は
毎
年
１
月
に
実
施
す
る

第
６
回
育
英
模
試
の
志
望
動
向
デ
ー
タ

を
、昨
年
と
一
昨
年
の
２
年
分
並
べ
た
も

の
で
あ
る
。多
く
の
高
校
に
お
い
て
、実

際
の
倍
率
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。た
だ
し
、ひ
と

つ
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ

る
。そ
れ
は
富
山
高
専
の
影
響
で
あ
る
。

富
山
高
専
の
人
気
は
変
わ
ら
ず
高
く
、

毎
年
優
秀
な
生
徒
が
同
校
を
志
望
す

る
。事
実
、昨
年
の
富
山
高
専
の
一
般
入

試
倍
率
は
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
3.50

倍
を
筆
頭
に
、電
子
情
報
工
学
科
の
2.68

倍
な
ど
県
立
高
校
を
大
幅
に
上
回
る

激
戦
と
な
っ
た
。本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
比

較
的
近
い
富
山
南
と
富
山
い
ず
み
、射

水
キ
ャ
ン
パ
ス
に
比
較
的
近
い
呉
羽
と

大
門
は
、富
山
高
専
を
不
合
格
と
な
っ

た
生
徒
が
受
験
す
る
可
能
性
が
高
い
高

校
と
言
え
る
。育
英
模
試
の
第
一
志
望

者
数
か
ら
だ
け
で
は
読
め
な
い
数
の
生

徒
が
受
験
す
る
と
思
っ
た
方
が
よ
い
。

　

今
年
度
の
育
英
模
試
は
あ
と
２
回
あ

り
、第
６
回
は
１
月
12
日
㈰
、最
終
回
は

２
月
２
日
㈰
に
実
施
さ
れ
る
。ぜ
ひ
受

験
し
、進
学
相
談
会
等
で
正
確
な
入
試

情
報
を
入
手
し
て
ほ
し
い
。

　

次
に
、入
試
問
題
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
た
い
。昨
年
の
県
立
高
校
入
試
の

平
均
点
は
、100
点
満
点
換
算
で
低
い
順

に
、数
学
47.1
点
、理
科
50.6
点
、英
語
53.3
点

と
、こ
こ
ま
で
は
例
年
通
り
。さ
ら
に
、

社
会
55.4
点
、国
語
58.1
点
と
例
年
平
均
点

が
高
い
２
教
科
も
、他
の
３
教
科
と
同

等
の
難
易
度
に
な
っ
た
。数
学
が
50
点

未
満
で
あ
る
こ
と
も
目
を
引
く
が
、注

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、全
５
教
科

の
平
均
点
が
前
年
よ
り
も
下
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

平
均
点
が
下
が
る
理
由
と
し
て
入
試

問
題
の
難
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。で
は
、な

ぜ
作
成
者
つ
ま
り
、富
山
県
は
問
題
を

難
化
さ
せ
た
の
か
。そ
の
背
景
に
は
、大

学
入
試
の
難
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。ご
存
知
の
通
り
、大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
か
ら
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
に
移
行
し
、出
題
傾
向
も
大
き
く
変

わ
っ
た
。ま
ず
は
、文
章
量
や
英
語
の
単

語
数
の
増
加
で
あ
る
。同
じ
試
験
時
間

で
読
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
章
が

増
え
れ
ば
、当
然
時
間
切
れ
が
起
こ
り

得
る
。さ
ら
に
、知
識
を
問
う
だ
け
の
一

問
一
答
形
式
が
減
り
、資
料
や
会
話
を

元
に
知
識
を
活
用
し
た
り
、結
果
を
考

察
し
た
り
す
る
よ
う
な
問
題
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。現
に
、県
立
高
校
入
試
の
各

教
科
の
問
題
に
も
、大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
を
意
識
し
た
よ
う
な
問
い
が
散
見

さ
れ
た
。県
は
、高
校
入
試
を
大
学
入

試
へ
の
通
過
点
と
と
ら
え
、難
化
す
る

大
学
入
試
に
対
応
で
き
る
生
徒
を
中
学

生
の
頃
か
ら
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
、高
校
入
試
を
通
じ
て
発

信
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

富
山
県
立
高
校
入
試
に
お
け
る
教
科

ご
と
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、裏
面
の
育
英

セ
ン
タ
ー
各
教
科
責
任
者
の
分
析
に
注

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、令
和
７
年
度
入
試
の
変
更

点
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。富
山
県
内
の

中
学
卒
業
予
定
者
数
は
、昨
年
比
116
名

減
の
8,509
名
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。そ

れ
に
伴
い
、県
立
高
校
の
全
日
制
課
程

の
募
集
定
員
は
昨
年
比
82
名
減
の
6,024
名

と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。各
地

区
の
卒
業
予
定
者
の
状
況
か
ら
、定
員

が
減
少
す
る
の
は
、中
央
農
業（
全
学
科

合
計
3
名
）、八
尾（
10
名
）、富
山
西

（
20
名
）、伏
木（
15
名
）、砺
波
工
業（
全

学
科
合
計
20
名
）、南
砺
福
野（
普
通
科

20
名
）で
あ
る
。南
砺
平
は
全
国
募
集

枠
と
し
て
定
員
が
6
名
増
加
す
る
。

　

近
年
は
、県
内
外
の
私
立
高
校
が
特

色
あ
る
教
育
を
実
践
し
て
お
り
、受
験

生
の
中
に
は
、そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
私

立
高
校
を
第
一
志
望
に
す
る
生
徒
が
多

く
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
同
日
実
施
だ

っ
た
私
立
高
校
一
般
入
試
だ
が
、令
和
７

年
度
入
試
よ
り
片
山
学
園
高
校
の
み
試

験
日
が
異
な
る
。こ
れ
に
よ
り
、私
立
２

校
の
受
験
も
可
能
と
な
っ
た
。県
立
高

校
の
受
験
校
を
決
め
る
の
は
ま
だ
先
だ

が
、私
立
高
校
の
出
願
は
迫
っ
て
き
て
い

る
。受
験
校
と
受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご

家
族
で
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

富
山
県
立
高
校
入
試
ま
で
３
ヶ
月
を

切
っ
た
。後
悔
が
残
ら
ぬ
よ
う
に
、最
後

ま
で
全
力
で
立
ち
向
か
お
う
。我
々
も
、

そ
ん
な
受
験
生
を
応
援
し
て
い
る
。合

格
を
目
指
し
て
一
緒
に
頑
張
ろ
う
！

　

以
下
、10
月
に
行
わ
れ
た
第
４
回
育

英
模
試
の
結
果
か
ら
、県
内
３
地
区
の

責
任
者
よ
り
、令
和
７
年
度
の
入
試
に

つ
い
て
詳
細
に
予
想
・
分
析
し
て
い
く
。

入
試
問
題
の
難
化
傾
向
は
継
続
か
？

第6回育英模試（1月実施）の第1志望者数と
実際の入試倍率との相関性（主要高校）

富山県立高校入試 過去３年間 学力検査平均点

※100点満点に換算してあります。

富山東
呉　羽
富山南
高岡南
魚　津

高 校

富山中部

富　山

高　岡

育英模試第1志望者数 県立高校入試 実質倍率

一昨年 昨年 一昨年 昨年学 科

探究科学

普通

探究科学

普通

探究科学

普通

普通

普通

普通

普通

普通

160
100
74
174
52
140
155
122
90
124
105

令和6年度
令和5年度
令和4年度

総 合
53.1
57.7
60.2

国 語
58.1
65.3
75.6

社 会
55.4
58.2
63.9

数 学
47.1
54.3
53.2

理 科
50.6
55.4
55.6

英 語
53.3
56.2
52.5

澤
山 

剛
之﹇
富
山
本
部
校
﹈

※実質倍率＝(一般入試受験者数)÷(一般入試募集人数)
※赤色は前年度に対して増加、青色は減少。

2.28
0.56
1.71
0.83
0.96
1.04
0.93
1.22
1.15
1.02
1.01

146
89
99
193
61
161
150
115
107
136
84

2.35
0.41
1.73
0.81
1.01
1.12
1.11
1.11
1.21
1.27
0.97

令和7年度 富山県立高校入試募集定員・令和6年度 一般入試倍率
第4回育英模試（10月実施）における第1志望者データ・目標点 ［全体平均118.7点］

｝

｝

｝

｝生物生産
園芸デザイン
バイオ技術
普通
普通
普通
理数科学
人文社会科学
普通
理数科学
人文社会科学
普通
くすり･バイオ
情報デザイン
機械工学
電子機械工学
金属工学
電気工学
建築工学
土木工学
流通ビジネス
ビジネスマネジメント
会計ビジネス
情報ビジネス
総合
看護
普通
普通
普通

68
68
68
98
79
142

150

102
89
89
84
90
81
86
90
77
84
95
88
92
111
101
131
122
123

人数 最高点 平均点
第1志望者データR6入試

一般倍率 目標点高校 学科

富山 地 区

中央農業

八尾
富山西
富山

富山中部

富山北部

富山工業

富山商業

富山いずみ

富山東
富山南
呉羽

R7入試
募集定員

0.37

0.76
0.78
0.81

0.41

1.53
1.11
1.09
1.48
1.06
0.62
0.63
0.86
0.86
2.65
1.22
1.75
1.90
1.28
1.25
1.11
1.21
1.11

73

150
140
160

160

120
80
40
80
40
40
80
40
40
80
40
40
80
150
40
240
200
230

　　―
　　―
　　―
98
75
173

178

129
106
107
106
85
78
80
101
74
99
87
110
87
143
107
150
152
165

　　―
　　―
　　―
72.9
57.1
134.5

143.2

79.5
83.1
74.7
63.6
65.3
62.5
73.5
85.9
74.0
76.5
74.5
72.0
76.8
93.7
91.9
118.7
108.5
105.8

富山高専

石川高専

9
24
17
23
15
6
1
1
4
3
6

137
152
147
156
169
129
100
96
152
131
136

1.85
1.86
1.33
2.68
3.50
1.05
1.45
1.36
2.86
2.23
2.60

40
40
40
40
40
40
40
40
40
40
40

123
125
129
131
133
111
129
129
131
129
131

人数 最高点 平均点
第1志望者データR6入試

一般倍率
R7入試
募集定員 目標点学校 学科

国 立 高 専

109.7
115.1
122.8
120.8
130.3
113.0
100.0
96.0
140.8
109.3
105.7

機械システム工学
電気制御システム工学
物質化学工学
電子情報工学
国際ビジネス学
商船学
機械工学
電気工学
電子情報工学
環境都市工学
建築学

新川地 区

入善

桜井

魚津
魚津工業

滑川

上市
雄山

普通
農業
普通
土木
生活環境
普通
機械
電気
情報環境
普通
薬業
商業
海洋
総合
普通
生活文化

7
　　―
29

　　―
2
69

　　―
1

　　―
13
2
5
1
3
1
1

85
　　―
144

　　―
58
151

　　―
57

　　―
110
98
80
62
60
56
47

96
70
112
79
87
131
76
76
76
106
89
90
68
78
84
76

0.93
1.16
0.90
0.58
1.05
0.97
1.83
0.41
0.58
1.09
0.63
1.60
0.80
0.55
0.95
0.84

人数 最高点 平均点
第1志望者データR6入試

一般倍率
R7入試
募集定員 目標点高校 学科

66.1
　　―
99.4

　　―
47.0
117.6
　　―
57.0

　　―
86.0
95.5
70.4
62.0
41.0
56.0
47.0

140
30
120
40
40
160
35
35
35
80
40
40
40
150
80
40

R7入試募集定員…一般入試・推薦入試の総定員の数です。
県立高校のR6入試一般倍率…（一般入試受験者数）÷（一般入試募集人数）
国立高専のR6入試一般倍率…（一般入試志願者数）÷（一般入試合格者数）

表の見方

※富山・富山中部・高岡高校の『探究科学科』は、「理数科学科」と「人文社会科学科」２学科の総称で、
　入試は２学科合計の定員で募集・実施されます。

◎目標点は、第4回育英模試で志望校判定がＢ（合格可能性が70％以上80％未満）となる点数です。
　平均点/118.7点（200点満点）

　　―
　　―
　　―

7
9

184

108

39
7
7
9
3
2
4
9
1
4
4
9
6
48
8

115
80
102

（探究科学）

（探究科学）

80

80

1.73

2.35

44

140

182

188

147.9

159.0

153

163

　


